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平成 26年度専修大学スポ ツー研究所研修会報告
スポ ツーと地域貢献・現状と課題　―沖縄県の取り組みについて―
　沖縄県は、南北に約400km、東西に約
1,000kmの広大な海域の中に160もの島々が
点在する全国でも有数の島しょ県である。日本
に復帰後４０年を経過しているが、県の課題と
して一人当たりの所得の向上、失業率の改善及
び島しょ経済の不利性の克服が挙げられてい
る。また、一時は長寿県として知られていたが、
昨今は食生活の変化やモータリゼーション化に
よる肥満者の増加が平均寿命を押し下げている
ことから、「健康・長寿沖縄」の復活も最重要
課題となっている。
　このような社会的、経済的な課題の解決策
として、県ではスポーツのソフトパワーの積極
的な活用を進めている。スポーツのソフトパワー
は、（１）沖縄県民に豊かなスポーツライフと健康・
長寿沖縄の復活をもたらす、（２）島しょの不利
性を優位性にも変えうるスポーツ・ツ リーズム
のより一層の進展を通じて県内最大の産業であ
る観光関連産業の振興及び新たな雇用の創出
に寄与することができる、として沖縄県の特性
である地理的・自然的条件とスポーツ資源を有
効に活かした「スポーツアイランド沖縄」の形
成とともに、国際的な沖縄観光ブランドの確立
や世界との交流ネットワークの構築を目指すと
した「沖縄県スポーツ推進計画」を策定してい
る（平成２５年）。この計画は、平成２３年６月
のスポーツ基本法の制定、ならびに平成２４年
３月のスポーツ基本計画を受けて策定されてお
り、その内容から鑑み、沖縄県の実情が色濃く
反映したものと言えるだろう。
　そこで本研修においては、沖縄県に沖縄県
唯一の総合大学である琉球大学を訪問し、沖
縄県のスポーツ振興への大学の関わりや、島
しょ県としての地域スポーツの特徴について、
同教育学部の三輪一義教授にインタビューを
行った。インタビューでは、沖縄独自の文化的
背景がスポーツに大きな関わりを持っているこ
とが語られ、非常に興味深い内容となった。
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１.三輪一義教授インタビュー
― 現在の琉球大学教育学部の状況について
（スポーツとの関わり）
　現在の日本における総合大学の教育学部は、
文部科学省の方針によりゼロ免課程を廃止し、
そして新たに教職大学院を強制的に作っていく
方向で考えられています。（体育の先生におい
ても）体育やスポーツなどとはかけ離し、学校
教育の教員養成に注力していくのが今後地方
国立大学においても主流になっていくと思われ
ます。
　過去に国から教員教養課程にいる学生が多
いということで1万人程の定員削減を言われた
際、大学側は定員を確保するために教員免許を
取得しなくとも卒業できる課程を作り、多種多
様な特色を付けていきました。中にはスポーツ
系に特化した系統も（特に地方国立大学で）生
まれました。その際にスポーツに特化した学生
を確保するため大学側はスポーツ推薦枠での募
集を呼びかけました。
一方で古参の教員方からの風当たりも強い大学
もあり、スポーツ推薦ではなくセンター試験を
受験し成績のいい学生を確保させる方針の大
学もありました。
　琉球大学においてはスポーツという名称を使
わず「健康・運動・栄養」という3本の柱を掲
げて進んできました。例えば栄養の分野では教
員免許はもちろん管理栄養士の資格も取れる環
境を整えております。当然ですが健康、運動に
特化した学科も別に併設をしております。
　しかし全体がゼロ免課程を廃止するという動
きの中で、私たちの大学も体育学と栄養学が解
体されることが決まっています。もちろん、他
の大学においても同様の動きがあります。
― 新たにスポーツ科学省が出来るという動きの
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中においても、スポーツの分野に特化した学科
は解体されてしまうのですか？
　私たちのように末端の立場の人間からした
ら、（解体されなくなるといった）動きはないで
す。それよりも国全体として教員養成指針の統
一や、教員免許試験への現役合格数増強に動
きが進んでいます。例えば各国公立大学に現
役大学生の何％以上合格させないと注意喚起
を促すといった、もはや地方の教育系大学は教
員免許取得のための予備校の様な感覚です。
― 教員の採用数は全国的に減っているにも関
わらず、合格率のノルマを掲げるのですか？
　沖縄に限って言えば採用数は横ばいなので
何とも言えませんが、合格率に関して言うと（国
公立大学に）求められているのは小学校の教員
養成なのです。はっきり言って中高の教員には
ならなくてもいいと考えられています。
　しかし、私たち教員の立場からすれば自らの
学問研究を行いたいわけなので意見が対立して
しまいます。無理やり小学校教員免許の合格率
のノルマを押し当てる様な形になると、どうして
も体育のような専門系の学問は必要とされなく
なってしまいます。
　もし体育分野において自分のやりたいことを
行うというのであれば、今後は学校外の組織へ
活躍の場を移す必要も出てきます。
― 琉球大でも、組織の体質に異を唱えるよう
な形で退職される方はいるのですか？
　沖縄全体でみると、沖縄生まれの人は郷土
愛が強い特色があり、また沖縄全体が横社会
で他に比べ縦社会としての厳しさがありません。
逆に沖縄から出た人が、また沖縄に戻ってくる
ことの方が多いです。悪い意味で捉えると外の
環境に負けたという印象もありますが、良い意
味で捉えるなら沖縄の環境を愛していて戻って
きているとも言えます。
　大学教員で言うと全体の内の半数が沖縄生
まれの人で、学生も同じような割合です。これ
は沖縄県民が琉球大学に入ることをステータ
スと捉えている面の影響も強くあると思います。
ただ、外から来ている教員の中には琉球大学を
皮切りにステップアップしていきたいと考えてい
る人や、沖縄に特に強い拘りがないので別の大
学に行く人は当然います。
　そうなると沖縄出身の教職員というのは、沖
縄県外から来た教職員に対して「この人はいつ
まで琉球大学に残るだろうか」という目で始め
は見てしまいますし、沖縄県外の人からすると
独特な雰囲気を感じてしまいます。これは大学
内に限った話ではなく、沖縄県民全体が昔ほど
では無いとはいえ今も抱えている感覚ではあり
ます。
 
― スポーツ界を見回すと沖縄を拠点としたチー
ムがバスケットやサッカーで頭角を現しつつあ
るが、沖縄県民はそうした状況をどう見ていま
すか？
　バスケットボールはとてもよくやっているなと
いう印象があります。元々アメリカ文化としての
根付きがあったので、集客数も増えてきて県全
体としてはとても好意的に考えていますね。
　一方のサッカーについてはあまり勝てていな
いという印象が強いのでイマイチ盛り上がりに
は欠けているのが現状ですね。
― 沖縄は観光産業が他県より発展しています
が、観光とスポーツをマッチさせていくような
計画はあるのですか？
　以前は沖縄コンベンションビューローという
観光に特化した財団法人が観光とスポーツを融
合し観光客の増員を目指していましたが、一昨
年に文化観光スポーツ部という形で独立をしま
した。
　しかしスポーツの振興というよりは、あくまで
スポーツをキッカケに観光客の客単価を上げる
というところに狙いがあります。例えば読売ジャ
イアンツの春季キャンプに来た観光客が、沖縄
土産や料理などをより多く買いたくなるような
PRを行っていくような感じです。
　このことから、スポーツの振興という観点に
限ってみた時、沖縄という立地や人口や年齢層
を考えるとスポーツにおいて継続して大きい事
をやろうとするには条件が悪い部分が強いので、
中々上手くは進まないのが現状です。
― 大学として体育施設を民間に開放していくよ
うな動きはあるのですか？
　開放していきたいという先生はいますが、琉
球大学組織としての考え方はかなり閉鎖的です
ね。地域の方が気軽に大学内に立ち入るという
ことも多くはないです。最近になってようやく一
般公開講座と銘打って開放することが増えてき
ました。
　体育館については平日21時までで各々の団
体が90分間しか使用できません。休日は土曜
日のみ開放とし、日曜日の開放は基本的にあり
ません。経費削減の煽りなどもありますが、実
際のところは未だに古い公務員的な体質が残っ
ているとも言えますね。
― 琉球大学の部活動の現状はどのような感じ
ですか？
　部活動の顧問では過去に外部から来た人が
琉球大学の体育施設：体育施設は少なく、大学の複数のクラブが時間を区切って使用している
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スポ ツーと地域貢献・現状と課題　―沖縄県の取り組みについて―
1人居ましたが、それ以外では外部の人が顧問
をするということはないです。また大学組織から
部活動への支援という動きは、年間4万円の支
給のみでそれ以外の特別支給はないです。遠
征費などは全て自腹ですし、また部活動を大学
のアピール要素として使うような事も全くない
です。
  
― 沖縄県民にとって琉球大学は誇りの一面が
あると思いますが、逆に県外から来た職員から
すると、何故琉球大学のためにそこまでするの
だという意識が働いてしまうのでしょうか？
　もちろんそういう意識はあると思いますし、逆
に沖縄県民も外から来た人はいつ沖縄から離れ
るかもわからないのに、県外の人に重要な仕事
を任せられるかという意識もあります。
― 部活動において沖縄の学生が他県の学生と
交流試合を行う際に、行政や学校が支援をする
ようなことはあるのか？
　沖縄県としてはないですが、もう少し小さい
行政単位（浦添市など）ではせめて義務教育の
年代までは補助をしようという動きはあります。
しかしどうしても補助金だけでは足りないので、
父母会が学校応援用タオルやTシャツなどを
作り販売して、その売上金で何とかお金を捻出
するのが現状です。沖縄県民の人は模合（もあ
い）１）の文化が根付いているので、助け合いの
感覚で資金難を何とかやり繰りしています。
― 沖縄県は子どもたちのスポーツに対する熱
意はあるのでしょうか？
　平たく言うとスポーツ以外の面から考えなけ
ればならないのというのが沖縄県の現状です。
沖縄県は他の県では通用するような解決策が通
用しづらい面もありますからね。
体育関係を例に取ると沖縄県外から来た人の仕
事は限られていたりします。これは県民の意識
としてよそ者と見てしまう傾向が少なからずある
からです。歴史的な流れや文化的な流れを見て
も仕方のないことです。
　以前まで沖縄県がスポーツであまりいい結果
が出にくかったのは、一言でまとめてみると県民
性が他とは違うからとも言えます。
― 県民性を意識するとコー チングの面において
も違いは出てくるのでしょうか？
　他の県と比べたら全くもって違うと言えます
ね。沖縄は横社会ですから、上（コーチや先生
など）から精神論が入ったりすると組織が成り
立たないです。そうなると指導者には必然的に
沖縄県内の人がやることになるので、結果とし
て他の県とは違うようになります。
　先程も申し上げたように、他県に行って根負
けして沖縄に戻ってきてしまう人は、文化に馴
染めなくて活躍できない人達が多いですし、一
方他県の人たちからすると沖縄の人達はチーム
の輪を乱す個人プレーをすることが多いと感じ
てしまいます。
　もちろん沖縄の人たちはとても良い人達です
し、この文化が悪いとは言いません。私は個人
的にこの文化が大好きですし、自分の性に合っ
ています。ただ、沖縄から外に出て仕事などを
するのであれば、沖縄の人たちは日本の縦社会
的な文化を身につける必要がありますし、一方
他県の人も沖縄の文化を尊重する必要がありま
す。
― 日本の政府は金太郎飴式に一律の基準を設
けて施策を行うわけですが、沖縄県は独自の文
化が強いため、反発をする人たちも多いのです
か？
　やはり沖縄は47都道府県の一地方として見
て施策を行うのは難しいですね、文化が全く同
じではないですから。スポーツでもそうですが、
一言でまとめるにはとても難しい地域だとは思
いますね。
― 沖縄県内で煌くような才能を持つ人がいざ
首都圏に来ても、思うような結果を残せないの
は、やはり県民性が関わってきますか？
　狭い範囲で活躍していざ大きいとこに出ると
活躍ができないのは、県民性もありますし、地
域閥も大きいと思います。例えば日本は昔出身
大学でひいきされたり、学閥がありましたが、
沖縄は出身校を特に気にはしません。それより
も沖縄ではどこの出身なのかというところが一
番のポイントになります。那覇地区、沖縄地区、
名護地区など様々な地区がありますが、出身地
区が同じというだけで仲間だという意識とても
強いです。
　同じ沖縄県育ちでも、中部地区育ちの人か
ら言わせれば那覇地区の考え方はわからないと
思ってしまう程です。スポーツを見るにしても、
プレーで人を褒めるというよりは「彼は自分と出
身地が一緒だ」とか「彼女は自分の親戚だ」み
たいに出身地や血縁で判断することが非常に多
いように、繋がりをとても大切にします。
　一方で弊害もあって、例えば子どもがスポー
ツで頑張りたいと思っていても、沖縄では親や
親戚の意向がとても強い立場にいます。そのた
めチームや組織全体で頑張りたいと思えても、
血の繋がりや地区の繋がりで断念するというこ
とは沖縄では多いと思います。
― やはり他県でもやっているから沖縄県でも、
ということには成りづらいということなのでしょ
うか。
　それはありますね。例えば他県ではスポーツ
の強い中学や高校に行くために県を跨いでとい
うことは盛んにあるけれど、沖縄は自前でやりた
いという思いがとても強い県民性だから、外に
出るのも内に入って来る子も少ないです。どう
しても引き抜きに嫌悪感を抱いたり、外から来
た人にはいつ戻ってしまうのかという感じで見て
しまいますからね。
（校内施設見学へ）
２．沖縄のスポー ツ事情
飯田義明（経済学部教授）
　三輪先生には、沖縄の複雑なスポーツ状況
を様々な角度からお話を頂いた。氏は琉球大学
赴任以降、男女ハンドボール部を指導しており、
昨年は女子部が６年ぶり６回目の全日本インカ
レ出場権を獲得している。琉球大学はスポーツ
推薦枠のない国立大学であり、そのチームを全
国大会に連れて行くという意味では、素晴らし
い指導者でもある。インタビュー時以外に話さ
れた沖縄県でのハンドボール事情を含めて、こ
こからは現在の沖縄県のおかれたスポーツの状
況について、地域の特殊性とスポーツとの関連
から簡単に記しておきたい。
（１）沖縄“県”と甲子園野球
　沖縄でスポーツを語るときに忘れることがで
きないのが甲子園野球であろう。ここで、沖縄
県ではなく沖縄と記したのは、1958年の夏に
沖縄として初めて甲子園の土を踏んだのが首里
高校であった。しかし、この時はまだ米軍占領
下であり沖縄“県”ではなかったのである。そ
れゆえ、当時の選手達はパスポ トーが必要で
あった。また、甲子園では当たり前の光景であ
る敗戦チームが甲子園の土を持ち帰るという行
為が、沖縄に帰るときに問題を引き起こすこと
となる。なんと、甲子園の土が植物検疫法に引っ
掛かり、沖縄の海に捨てるということになってし
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まったのである。その後1972年に日本に復帰し、
1970年代の豊見城高校、1990年代の沖縄水
産高校などが活躍することによって、沖縄県が
野球王国であることを全国に知らしめた。そして,
ついに1999年には念願の初優勝を沖縄尚学
がすることとなる。その後も、2010年に興南
高校が春夏連覇するなど、高校野球は沖縄県
では外すことのできないスポーツとなっていっ
た。ここ沖縄は終戦間際に日本で唯一激戦場と
なった。それにもかかわらず、戦後本土から切
り離されスポーツの試合にさえ、パスポ トーをじ
さんしなければならなかった。ウチナ （ー沖縄）
とヤマトゥ（本土）という対本土を意識した言
葉にもあるように、これらの歴史が沖縄におけ
る地域の特殊性を表しているのかもしれない。
（２）1987年、海邦国体と沖縄
　沖縄のスポーツを語るときに、一つの大きな
分岐点となるのが海邦国体であろう。この国体
は1987年に開催された大会であり、全国一
巡の最後を締めくくる大会でもあり、スローガ
ンとして「一人一役、万人（うまんちゅ）が主
役」を掲げ、全県あげての大会でもあった。そ
して沖縄県は、総合優勝を手にした。その一方
で10月26日に読谷村で開催された男子ソフ
トボール競技開始式で、会場のセンターポール
に掲揚されていた日の丸が引き降ろされ、焼き
捨てられるというショッキングな事件が起きた。
犯人は、地元のスーパー経営者知花昌一であ
り、事件後、那覇地検沖縄支部に出頭している。
氏は著書で、『沖縄における「集団自決」、その
原因としての日の丸・君が代・天皇による皇民
化教育、国体における日の丸・君が代の押し付
け』と吐露している。この辺りにも、沖縄県が
抱える戦後の問題がスポーツのイベントに暗い
影を落とすことになる一因がある。このように
政治的視点から語られることが多いのも、沖縄
スポーツが抱える特徴であろう。しかし、原田
等は国体開催について県民の意識をアンケ トー
調査によって様々な視点から報告している。そ
れによると、この国体を通して整備されたスポー
ツ施設の充実度、道路整備などは７割強の割
合で県民は肯定的に捉えていることが明らかに
されている。その反面、これを期にスポーツに
対する関心が高まったと答えたのは、１割強程
度に留まっている。すなわち、県民意識として
は国体を通じて展開された地域開発（ハ ドー面）
に関しては肯定的でも、スポーツそれ自体（ソ
フト面）に関してはそれほどの影響を与えること
が出来なかったとも言えるのではないだろうか。
ただし原田らは、「総合優勝に対する関心」、「勝
敗へのこだわり対する関心」が高いことは、１
巡目の最後の大会であり従来の他県の大会と
同様な意識であるとまとめているが、そこには、
数字からは読み取ることが出来ない異なった感
情があるのではないかと感じる。
　三輪先生は、この海邦国体が沖縄スポーツ
の発展に大きな意味があったと言う。原田らの
報告でも、国体がスポーツ界の発展に寄与した
とあり、三輪先生と共通する部分である。しかし、
報告では、なぜ、どのようにしてスポーツ界の
発展に寄与したのかについては説明されていな
い。そのヒントが先生との会話のなかにあるよ
うに思われる。そこで次にハンドボールを事例
にして、その辺りの経緯と現状について記して
みたい。
（３）ハンドボ ルー王国沖縄
　現在、沖縄県は「琉球ゴールデンキングス（バ
スケットボール）」、「琉球FC（サッカー）」の２
つのプロ・スポーツを抱えるスポーツ大国県と
も言える。そして、プロ・スポーツではないが、
多くの観客を集める市民クラブ、それが「琉球
コラソン（アマチュアのハンドボール強豪クラ
ブ）」である。このクラブは2006年9月に田
場裕也氏２）が立ち上げたFC琉球ハンドボー
ルを前身に持ったクラブである。実は、沖縄県
は小学校・中学校・高校と日本一になるなどハ
ンドボール王国である。平成26年度も興南高
校（沖縄県）が全国大会を制している。興南高
校以外にも 浦添高校やコザ高校なども強豪校
として全国に名を轟かせているのである。それ
では、なぜハンドボールが全国屈指の強豪県に
なったのか。三輪氏によると、その切掛になっ
たのが先の海邦国体であったというのである。
それまで、高校野球以外に盛んに行われていた
スポーツはあまりなかったと言う。もちろんハン
ドボールも盛んではなかったようである。しか
し、海邦国体を成功させるために、県は開催の
数年前から各地域に対してスポーツ強化地区を
指定して、子どもたちのスポーツ強化に取り組
んだ。その時に浦添地区がハンドボールの強化
地区に指定され、それが現在まで継続され強豪
県になったというのである。この背景には先の
インタビュー でも明らかにされたように、沖縄県
ではどこの出身なのかというところが一番のポ
イントとなり、出身地区が同じというだけで仲間
だという意識がとても強いということがある。ま
た、強化・育成するためには、子どもを試合な
どで遠征（県外）が必要になるが、これにかか
る費用は親の負担になる。そこで地域の人々が
模合によって、その費用などを捻出しているの
である。その意味でも、地縁や血縁での繋がり
がいまだに子どもたちのスポーツ環境を左右し
ているとも言える。その一方で、小学校・中学校・
高校まで、地域の人々に見守られて育っており、
それは、同時に指導者も選手たちを小さい頃か
ら見続けてきているということでもある。これは
国のシステムや制度としての一環指導体制では
なく、地域性の繋がりの強さが自然に沖縄県独
自の一環指導体制を構築してきたのであり、こ
の独自性がハンドボール強豪県をつくりだした
のではないだろうか。
　最後になるが、現在、日本ではヨーロッパの
クラブ環境を模範にした総合型地域スポーツ政
策が推進されているが、沖縄県の話を伺うと、
日本全国を金太郎飴のように一つの政策で縛っ
てしまうことにより、地域の独自性が壊されてし
まう可能性も孕んでいることは指摘して於かな
ければならないだろう。
注
１）模合とは、一定額の金銭を払い込み、定期的に
1人ずつ順番に金銭の給付を受け取る仕組みの「相
互扶助」的な金融の一形態である。沖縄県や鹿児
島県奄美群島では、親族模合、職場、学校などで
行われる友人模合または親睦模合 (その場での飲み
代、または積み立てて娯楽費に充てるなど )として
行われている。複数の模合をかけもちしている人々も
珍しくなく、信頼できる友人の存在が不可欠である
という点からも、むしろ人間関係をはかるバロメー
タとしても見られている。
２）田場氏は、スペイン（テルサ・アドリアンネス：２部）
で１年間、フランス（ウサム・ニーム：１部）で３年
間活躍した沖縄出身のプロ・ハンドボールプレーヤー
である。彼は、沖縄が小学校・中学校・高校と日本
一になっているにも関わらず、実業団チームが無い
という状況を憂い、ハンドボールで育ててくれた沖
縄にクラブをつくる決意をする。実は、筆者も一時
帰国されていた田場氏を田崎氏に紹介され、会食を
したことがあるが、彼の湧き出るようなエネルギーは
今でも忘れることが出来ない。詳細は田崎氏が「魂
のハンドボール」を月刊ハンドボールに連載されてい
るので参照していただきたい。
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